
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年２月１５日号  中須地区コミュニティ・公民館だより 
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１月１４日（土）ふるさと夜神楽のつどい 

■パソコンでご覧になる場合はこちらから→『周南市コミュニティ推進連絡協議会』ホームページ 
(http://gokan-furusato.org/community/community.html) 

輝
き
続
け
る 

伝
統
の
灯 

 

一
月
十
四
日
（
土
）
、
中
須
伝
統
芸
能
伝

承
館
で
、
『
ふ
る
さ
と
夜
神
楽
の
つ
ど
い
』

（
久
保
神
楽
保
存
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

地
区
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
会
場
を
訪

れ
、
迫
力
あ
る
舞
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

久
保
神
楽
は
、『
神
下
し
』、『
塵
倫
』、『
恵

比
須
舞
』、『
大
蛇
退
治
』
を
演
じ
ま
し
た
が
、

夜
神
楽
で
は
初
め
て
上
演
さ
れ
た
『
塵
倫

（
じ
ん
り
ん
）』
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
ご

紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 『
人
皇
第
十
四
代
の
帝
、
仲
哀
天
皇
（
ち
ゅ

う
あ
い
て
ん
の
う
）
の
時
代
、
異
国
よ
り
数

万
の
大
軍
が
日
本
に
攻
め
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
中
に
、『
塵
倫
』
と
い
う
翼
を
持
っ

た
大
悪
鬼
が
黒
雲
に
乗
っ
て
空
を
飛
び
、
多

く
の
人
々
を
苦
し
め
て
い
ま
し
た
。 

天
皇
は
、
高
麻
呂
（
た
か
ま
ろ
）
を
は
じ

め
と
す
る
兵
を
従
え
、
自
ら
『
天
の
鹿
児
弓

（
あ
ま
の
か
ご
ゆ
み
）』、『
天
の
羽
々
矢
（
あ

ま
の
は
ば
や
）』
の
威
徳
を
持
っ
て
こ
の
大

悪
鬼
を
退
治
し
ま
す
。』 

 

目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
白
熱
の
演

技
に
観
客
は
引
き
込
ま
れ
、
魅
了
さ
れ
、
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

長
い
年
月
を
経
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
先

人
た
ち
の
遺
産
で
あ
る
伝
統
芸
能
。 

多
く
の
人
々
の
苦
労
と
努
力
に
よ
っ
て

再
び
と
も
さ
れ
た
『
伝
統
の
灯
』
は
、『
き

っ
と
こ
れ
か
ら
先
も
輝
き
続
け
て
い
く
』
そ

う
確
信
し
た
『
ふ
る
さ
と
夜
神
楽
の
つ
ど

い
』
で
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 内 容 場 所 備 考 

２月 1０日（金） 

13:20～14：00 

移動図書館 

やまびこ号 
中須支所  

２月１２日（日） 
菅野湖畔 

 １０マイルレース 
菅野湖周辺 11時スタート 

2 月 28 日（火） 

13:20～14：00 

移動図書館 

  やまびこ号 
中須支所  

３月 10日（土） 中須中学校卒業式 中学校  

平成２４年２月１５日号  中須地区コミュニティ・公民館だより 

２・３月の行事予定 

中須の人口 ２月１日現在 

             前月比 

男     ４００人  (±０人) 

女     ４６１人  (±０人) 

総人口   ８６１人  (±０人) 

世帯数   ４１６世帯 (－２世帯) 

高齢化率  ４５.９％  

 

た
こ
と
も
あ
り
、
祭
り
や
祝
い
ご
と
で
招
か
れ

る
機
会
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
時

代
が
移
る
に
つ
れ
て
舞
う
機
会
が
減
り
、
戦
争

も
あ
っ
て
、
昭
和
七
年
に
須
々
万
の
稲
荷
神
社

へ
奉
納
し
た
の
を
最
後
に
、
四
〇
年
近
く
途
絶

え
る
こ
と
と
な
る
。 

 

昭
和
四
十
四
年
頃
、
青
壮
年
の
間
で
、
神
楽

舞
復
興
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
始
め
、
若
い
頃

に
舞
っ
た
こ
と
の
あ
る
手
嶋
武
信
氏
が
団
長
と

な
り
、
四
月
に
『
久
保
神
楽
団
』
を
結
成
。
一

同
団
結
し
、
度
々
の
談
合
を
重
ね
、
台
本
・
衣

装
・
面
・
道
具
等
を
作
成
・
補
修
し
、
つ
い
に
、

同
年
十
二
月
の
地
区
の
産
業
文
化
祭
で
発
表

（
復
興
）
し
た
。 

以
降
、 

 
 

昭
和
四
十
六
年
四
月 

神
楽
発
表
会 

昭
和
四
十
七
年
九
月 

神
上
神
社
礼
祭 

昭
和
四
十
八
年
二
月 

老
人
ホ
ー
ム
慰
安 

 な
ど
、
各
地
で
奉
納
並
び
に
発
表
を
重
ね
、
郷

土
芸
能
と
し
て
保
存
・
継
承
す
べ
く
練
習
に
努

め
た
が
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
、
団
長
手
嶋
武

信
氏
が
他
界
。
ま
た
、
団
員
の
職
業
の
多
様
化

な
ど
に
よ
り
、
徐
々
に
衰
退
。
久
保
の
婦
人
た

ち
が
手
縫
い
し
た
衣
装
も
集
会
所
に
し
ま
わ
れ

た
ま
ま
と
な
り
、
再
び
伝
統
の
灯
が
消
え
る
こ

と
と
な
る
。 
 

☆
『
久
保
神
楽
保
存
会
』
結
成
・
神
楽
再
復
興 

 

昭
和
五
十
九
年
頃
、
地
区
内
で
郷
土
芸
能
を

見
直
す
動
き
が
活
発
と
な
り
、
戻
路
地
区
に
伝

え
ら
れ
て
い
た
『
戻
路
杖
踊
り
』
が
、
中
須
中

学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
っ
て
復
活
。
運
動
会
で

披
露
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
市
教
育
委

員
会
も
市
内
の
郷
土
伝
統
芸
能
を
調
査
。
市
制

五
十
周
年
に
あ
た
る
昭
和
六
十
年
に
は
、
郷
土

伝
統
芸
能
大
会
が
開
か
れ
、
保
存
会
の
連
絡
会

も
結
成
さ
れ
た
。 

こ
れ
ら
の
動
き
に
刺
激
さ
れ
て
、
十
年
前
に

神
楽
団
員
だ
っ
た
辰
川
出
美
氏
を
中
心
に
次
第

に
復
興
へ
の
機
運
が
高
ま
り
始
め
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
、『
久
保
神
楽
保
存
会
』（
会
員
十
四

名
）
を
結
成
。
神
楽
復
興
へ
の
取
り
組
み
を
具

体
的
に
開
始
し
た
。 

 
 

（
次
回
へ
つ
づ
く
） 

①
起
源 

 

明
治
初
年
、
中
須
地
区
畑
組
（
現
在
の
久
保
・

畑
・
野
口
）
の
若
者
が
、
広
島
県
山
県
郡
本
地

村
、
杉
原
島
平
と
い
う
芸
能
者
か
ら
、
五
穀
豊

穣
と
民
衆
安
泰
祈
願
の
た
め
習
徔
し
て
始
め
ら

れ
た
と
い
わ
れ
る
。 

 ②
経
過 

 

☆
復
興
と
衰
退 

こ
の
神
楽
舞
は
、
毎
年
、
氏
神
の
祭
礼
に
奉

納
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
明
治
か
ら
大
正
の
頃

に
か
け
て
は
、
他
の
楽
し
み
ご
と
が
少
な
か
っ

た 

久
保
神
楽
特
集 

～
久
保
神
楽 

復
興
の
歩
み
①
～ 

中須地区人権教育講演会 

一
月
二
十
二
日
（
日
）、
中
須
公

民
館
で
『
人
権
教
育
講
演
会
』
を

開
催
し
ま
し
た
。（
中
須
地
区
人
権

教
育
推
進
協
議
会
、
小
・
中
学
校
・

公
民
館
主
催
） 

 

周
南
市
人
権
擁
護
委
員
逆
井
歌

代
さ
ん
を
お
招
き
し
て
『
笑
顔
で

す
か
！
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

『
笑
顔
』
で
い
る
こ
と
、『
笑
顔
』

で
い
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、『
安

心
』
し
て
『
自
信
』
を
持
っ
て
、『
自

由
』
に
生
活
で
き
る
こ
と
の
重
要

性
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る
と
と

も
に
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
よ

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 


